	単 位 操 作 －４１３
	遠心コンプレッサーのストップ

（タービン駆動）
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	ポ イ ン ト

	
	ポイント

(1) タービン・コンプレッサーの危険回転数は速やかに通過させること。

(1)(4)


圧力・回転数の変更時は、シールオイル系の運転変動に注意すること。

(8)(9)


必要がなくなった時点で自動起動システムは解除する。

  　尚、シールオイル及び潤滑油ポンプは各部の温度が下がってから停止すること。

	


開  始





� eq \o\ad(回転数を下げる,　　　　　　　　　　　　　)�





� eq \o\ad(タービンをストップする,　　　　　　　　　　　　　)�





吸込、吐出バルブを全閉とする





ケーシング内をゆっくり脱圧する





ケーシングを開放するのか





終  了





はい





ケーシング内をＮ２パージして、微圧に保つ
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潤滑油系を止める





シールオイル系を止める
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いいえ





� eq \o\ad(ケーシング内脱圧,　　　　　　　　　　　　　)�
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